






















































Game Analysis in a Softball


























































イニング（回） 1 2 3 4 5 6 7 8 計
試合数 62 62 62 62 57 46 33 1 －
得点試合数 23 23 18 28 18 15 10 1 －
総得点 40 58 55 51 26 26 20 1 277
総失点 30 21 35 24 23 23 10 0 166
イニング（回） 1 2 3 4 5 6 7 8
得点できる期待値（％） 37.0 37.0 29.0 45.1 31.6 32.6 30.3 100.0





































































打順（番） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
得　　点 40 31 36 35 34 34 24 21 22 277
打　　点 27 15 43 37 44 37 25 23 25 276
表3　打順別得点及び打点
88
点に結びついてることが明らかになった。
③下位打線の打順変更と2番打者の攻撃的な進
塁打法の必要性があることが示唆された。
V．今後の展望
24年度のチームは一言でいえば、スタートダッ
シュが上手くいったおかげで勢いのあるチームで
あった。24年度からチームの監督が代わり、新たな
スタートということで、コーチングスタッフも選手も新し
いシーズンの入り方はとても慎重であったし、緊張し
た記憶もある。その中で春季リーグ戦を優勝できたこ
とは選手の大きな自信となった。優勝した春季リーグ
戦と東日本大学選手権大会の総失点は3点以内に抑
えられている。シーズン序盤の春季リーグ戦、東日
本選手権大会は選手のコンディションも良好であった
と考えられる。しかし、大会の結果から全日本大学選
手権大会は決勝戦で敗退、秋季リーグ戦大3位と、
最後の最後で力が尽きてしまったように思える。シー
ズン最後まで戦い抜けるチーム力をあらゆる観点か
ら捉え、選手育成をしていくことが大切であると考え
る。今回の研究の結果から打順編成をもう一度見直
し、指導方法の見直しを行い来年度からのチーム作
りの一助としたい。
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